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 板書は児童にとって思考を深める重要な手掛かりとなります。そのため児童の考えを整

理し、思考の深まりを促すような板書、視覚的により強く印象付けるような板書を心掛け

ることが大切です。板書は思いつきではなく、よく考え練られた計画的なものが望ましい

です。授業案を立てる際に板書計画も立てるとよいでしょう。 

 

１．思考の流れや順序を示す板書 

・板書計画の例   ６年「ここを走れば」（規則の尊重） 
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・実際の授業での板書 

 

 

 

 

 Ｑ１２ 道徳科では、どのような板書が望ましいのでしょうか。  

 

 

Ａ 

       

 

 

場面絵や主な発問のカードを使いながら、登場人物や人間関

係、あらすじを確認します。物語の理解や登場人物の気持ちの

理解が容易になります。 

 

路側帯の写真 

 

中心発問の場面絵 

お
父
さ
ん
の
涙
に
は
ど
ん
な
思
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
た
で
し
ょ
う
。 

アンケート

の結果 

アンケート

の結果 

お
じ
い
さ
ん
が
入
院
し
た 

知
ら
せ
を
受
け
て 

路
側
帯
を
走
る
車
を
見
て 

同
じ 

真逆

の 

考え 
 

児
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見 
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２．対比的、構造的な板書 

 ・板書の例  １年「二わの小とり」（友情、信頼） 

 

３．中心部分を浮き立たせる工夫のある板書 

 ・板書の例  ３年「みんなのわき水」 

 

 

 

４．登場人物の相関図をわかりやすく整理した板書（横書き） 

・板書の例  ４年「学級会でのできごと」（相互理解、寛容） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

板書全体を舞台にし、ペープサートを使っ

てパネルシアター風に資料を提示していま

す。場面の状況理解はもちろんのこと、み

そさざいの迷いや葛藤を視覚的に感じるこ

とができます。 

 

導入で道徳的価値について考えたこ

とをキーワードで板書する。 

→  上記で出てきた児童の言葉をふ

り返り、自分事として本時の学び

を終末で生かすことができる。 

黒板左側に「やまがらのところに行くこと

にしたみそさざいの気持ち」 

 

黒板右側に「うぐいすの家に行ったみそ

さざいの気持ち」  

登場人物の顔や名前を色分けしてわかりやすく提示する。 

→ 誰がどのような言動をしたのか。また、どんな気持ちなのか整理することで設定

を捉えやすくし、価値について多面的、多角的に考えることができる。  

また、ここで実現されていない道徳的価値に気が付くことができるようにする。 

 

わき水の場面絵や立体的な木、マグネットで取り外しができる落ち

葉などをパネルシアター風に提示します。  

→ 場面の情景をとらえやすくし、動作化の中でそれらを操作するこ

とでさらにねらいにせまることができます。  


